
公同礼拝（アドベント第３主日） 

２０２４年１２月１５日(日) 午前１０時３０分 

午後４時 

司式 牧師 高橋和人 

奏楽 佐藤裕子 

 

前  奏              

招  詞  イザヤ書 ６０章１，２節 

讃  詠    ５４６ 

主の祈り 

聖  書   詩 編 １３６編１～３節(旧 976) 

ヨハネの手紙一 ４章７～１２節(新 445)  

祈  祷 

使徒信条 

讃 美 歌     ９７  

説  教  「ここに愛があります」  

牧師 姜 俓米 

祈  祷   

讃 美 歌    ５１９ 

献  金 

頌  栄    ５４１ 

祝  祷 

 

起立が困難な時は着席のまま礼拝します。 

礼拝は前の方から静かに着席しましょう。 

１２月の祈り 

 アドベント・クリスマスを迎え、神のひとり子、

真の神が真の人となられた救いの出来事を思い起こ

し、その恵みの光に導かれてこの時を歩むことがで

きるように。 

御言葉を光とし、礼拝を守り、心静めて祈りの時

を持つことができるように。 

高齢、体調などにより願いながら礼拝に集うこと

がかなわないでいる兄弟姉妹たちを覚えて。 

クリスマスに向けての諸予定と備えが導かれ整え

られるように。 

戦争と紛争の地に平和がもたらされるように。 

 

今日の祈り 

クリスマス礼拝・聖夜礼拝を前に、主の受肉の意

味を思い、祈りの時を持つことができるように。 

教会のクリスマスの歩みが、御子の誕生を素直に

受け入れ喜ぶものであるように。 

寒さ厳しくなる中、弱っている兄弟姉妹が支えら

れるように。 

 

「ここに愛があります」 姜俓米   

ヨハネの手紙一４章７～１２節 

 この聖書個所には、一つの大きな特徴がありま

す。ヨハネの手紙一４章７節から１２節まで、わ

ずか６つの節からなる短い段落ですけれども、こ

の中に、愛、愛するという言葉が、何度も繰り返

していて、１５回も出てきます。この個所の主題

は、明らかです。 

新共同訳聖書は、ここに「神は愛」という小見

出しをつけました。神は愛であると、はっきり宣

言する言葉が、ここに刻まれているのです。 

 ９節の神様が独り子をお遣わしになった「世」

とは、神様によって造られながらも、神様に背い

ている世のことです。また、神様の敵である悪い

者が支配する世のことです（５：１９）。そのよ

うな世界に、神様は大切な独り子を遣わしてくだ

さいました。 

ヨハネによる福音書１章に記されている通り、

初めから神と共におられた、子なる神である言

が、肉となって、私たちの間に宿られました。神

の御子イエス・キリストは、聖霊によって処女マ

リアの胎に宿り、人となってくださったのです。

イエス・キリストは、まことの神でありつつ、ま

ことの人でもあるのです。 

なぜ、神様は、独り子イエス・キリストを世に

遣わしてくださったのでしょうか。それは、私た

ちが生きるようになるためです。神様と御子イエ

ス・キリストの交わりである永遠の命に、私たち

人間が生きるようになるために、神様は独り子を

世に遣わしてくださったのです。 

そして、ヨハネは、「ここに、神の愛がわたし

たちの内に示されました」と記すのです。創造主

である神の御子が、被造物である人間となって、

この地上にお生まれになった。この驚くべき出来

事は、罪と悲惨の中にある私たちに、永遠の命を

与えるためであったのです。 

このクリスマスの出来事によって、神様は私た

ちに対する愛を示されました。私たちは、神の霊

である聖霊のお働きによって、その神様の愛を、

自分に対する愛として受けとめることができたの

です。ですから、私たちは、毎年、御子イエス・

キリストのご降誕をお祝いしているのです。 


